
（様式第２－３－１）

番号 室の名称 面積 専用・兼用の別 備考

総面積 ㎡

＊棟（館）や階が分かるように記載する。

校舎の各室の名称、用途及び面積



（様式第２－３－１）

番号 面積 専用・兼用の別 備考

1

2

○㎡

5 基礎看護実習室 200㎡ 専用

6 小児･母性看護実習室 120㎡ 兼用

7 リネン室 20㎡ 専用

8 器材室 15㎡ 専用

455㎡

11 事務室 ○㎡ 兼用

12 教務室 ○㎡ 兼用

13 印刷室 ○㎡ 兼用

14 講師控室 ○㎡ 兼用

15 職員トイレ ○㎡ 兼用

○㎡

16 ○㎡

17 ○㎡

××㎡

㎡

＜記載要領＞

　１　兼用の校舎の各室については、どの養成所又は課程と兼用するのかを備考欄に記載すること。

　２　番号は、添付書類の校舎の平面図の室の番号と一致させること。

　３　面積は内法で記載すること。

　４　看護師等養成所（２年課程（通信制）を除く）で養成所以外の場所で、授業科目の全ての時間を

　　実施する場合も別途本表を作成すること。

　５　看護師養成所（２年課程（通信制））で養成所以外の場所で面接授業を行う場合は当該授業を

　　行う場所についても別途本表を作成すること。

総面積

校舎の各室の名称、用途及び面積

２
階

１
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２
階
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小計

小計

１
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小計



（様式第２－３－２）

番号 室の名称 面積 専・兼の別 番号 室の名称 面積 専・兼の別

合計 合計

棟

小計 小計

新 旧

校舎の各室の名称、用途及び面積の新旧対照表

小計 小計



（様式第２－３－２）

番号 室の名称 面積 専・兼の別 番号 室の名称 面積 専・兼の別

1

2

○㎡ ○㎡

22 男子更衣室 20㎡ 専 22 研修室 20㎡ 専

23 女子更衣室 60㎡ 専 23 女子更衣室 60㎡ 専

24 保健室 15㎡ 専 24 男子更衣室 15㎡ 専

25 研修室 12㎡ 専 25 保健室 12㎡ 専

26 器具庫 20㎡ 専 26 器具庫 20㎡ 専

127㎡ 127㎡

○㎡ ○㎡

　㎡ 　㎡

＜記載要領＞

１　変更部分が対比できるように記載し、網掛けにすること。

２　移転改築等全面改築については、様式第２－３－１を使用すること。

３　看護師養成所（２年課程（通信制））で養成所以外の場面で面接授業を行う場合は当該授業を行う

　場所についても別に本表を作成すること。
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校舎の各室の名称、用途及び面積の新旧対照表
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（様式第２－４）

品　　　　　目 数　　　　　量

機械器具及び模型の目録



（様式第２－４）

品　　　　　目 数　　　　　量

ベッド

　成人用電動ベッド

　小児用ベッド

　新生児用ベッド

　保育器

　床頭台

＜記載要領＞

　１　品目については「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン」（令和２年10

　　月30日医政発1030号第15号)別表に掲げた順に記載すること。なお、看護師養成所

  　２年課程（通信制）については、看護師養成所２年課程（全日制・定時制）に準じて必

  　要なものを挙げること。

　２　クラス増を伴う入所定員の変更、課程変更等の場合、既設及び増備の別を記載す

  　ること。

機械器具及び模型の目録



既存 新規 小計

冊 冊 冊

（内訳）基礎分野 冊 冊 冊

専門基礎分野 冊 冊 冊

専門分野 冊 冊 冊

冊 冊 冊

種類 種類 種類

冊 冊 冊

冊 冊 冊

種類 種類 種類

辞 　典　 類

学  術  雑  誌

そ　 の 　他

合計

（様式第２－５）

図　書　の　目　録　総　括　表

数量

図　 　　 書

種別



既設 増備 小計

冊 冊 冊

（内訳）基礎分野 冊 冊 冊

専門基礎分野 冊 冊 冊

専門分野 冊 冊 冊

冊 冊 冊

種類 種類 種類

冊 冊 冊

冊 冊 冊

種類 種類 種類

＜記載要領＞

　１　各種別の冊数（雑誌にあたっては種類）を記載すること。

　２　看護師養成所の図書については、教育内容の分野別冊数を記載すること。

　３　新設の養成所については、「小計」欄のみに記載すること。

　４　クラス増を伴う入所定員の変更、課程変更等の場合、既設と増備の別を記載するこ

 　と。

合計

（様式第２－５）

図　書　の　目　録　総　括　表

種別
数量

図　 　　 書

辞 　典　 類

学  術  雑  誌

そ　 の 　他


